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３／２５（月）　ファイン西が岡開所祝い
　旭区にあるサポートセンター連がバックアップするケアホーム「ファイン西が岡」が開所した。連がバックアップする第１号目、訪問の家としては１２ヶ所目のホームになる。連から車で約１０分、住所は泉区。この地域で、高齢者のグループホームにも土地建物を貸しておられる大家さんが、「ファイン西が岡」用に建物を建ててくださった。連に通う４人と旭区内の作業所に通う１人、４０代の男性ばかり５人が、新しい暮らしをはじめた。
　その中の一人、亮悦さんは、現在４４歳。車いすで、野菜販売のチラシのポスティングをしたり、得意のパソコンで野菜の発注表に入力する活動などを行っている。３年前、お会いしたばかりの頃、じゃが芋の袋詰めをしている亮悦さんに「じゃが芋ですか」と言ったら、「これがさつま芋に見えますか」と切り返された。ウイットに富んだ独特の話しぶりと、いたずらっぽい笑顔が印象的な方だ。

亮悦さんのお母さんに、お話を伺った。亮悦さんは、２５歳の時のバイク事故で障害を負った。理系の大学を出て、電気メーカーに就職、１年後、再び研究のために大学院に戻って１０日目の事故だったという。医師からも「意識はもどらない」と言われていたそうだ。「なんとしてでもリハビリを受けさせたい」との母の願いが届いたのか、３ヶ月が近づく頃、“薄皮を剥ぐように”、目が透き通ってきたという。目つきが変わり、手が動き出し、リハビリを受け、話もできるようになった。しかし、それからの亮悦さんは、「僕は一生このままなんだ！」と絶叫し続けたそうだ。意識がないと言われていた３ヶ月の間、亮悦さんの友人が面会に来るたび、ベットサイドで医師からの言葉を母が繰り返し説明するのが、きっと聞こえていたんだろうと、母は言う。４ヶ月のリハビリの後自宅に戻ってからも、その絶叫は続いた。朝から晩まで、声がかすれ、叫ぶことに疲れるまで、毎日毎日･･･、約１２年後、瀬谷区に開所した活動ホームに通い始めるまで続いたそうだ。亮悦さんは、事故の後遺症で車いすの生活となり、脳に受けたダメージから『高次脳機能障害』との診断を受けている。昔のことは覚えていても、いわゆる短期的な記憶、今日のこと、昨日のことを記憶することが難しい。在宅の１２年間、ほぼ母一人で身のまわりのケアを担ってきたという。母は、続けて３０分眠ることもできなかったそうだ。それでも、「介護はつらくなかった。（亮悦さんが）叫んでいるのがつらかった」と。そして、「自分の子供だからできた」とも言われた。
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連が開所した５年前から、連への通所もはじまる。この頃から、絶叫がなくなったのだそうだ。「朝から晩まで（母と）一対一だったのが、いろいろな人と関われたことが大きかったのでは」と母は言う。そして、この度、ホームに入ることができ、「本当によかった」と。“昨日泊ったところ”、“今朝どこから連に来たか”を亮悦さんは覚えていない。けれど、入居までの数カ月間、共に暮らすことになるメンバーとの体験宿泊を繰り返しながら、いよいよ３月半ばからの「ファイン西が岡」での生活（まずは週４泊から）を、とてもスムーズにスタートすることができている。入院していた頃、障害のある方の生活する場を見学に行った時には、その場に対し否定的な感想を漏らしたそうだ。ま新しく、入居者もスタッフもどこかウキウキした様子なのもあってか、今のところ、「ファイン」への否定的な発言は聞かれない。
亮悦さんのこれからの暮らしには、まだまだいろいろなことがあるだろう。
亮悦さん自身が、それらを乗り越え、「ファイン」をリラックスできる“自分
の家”と感じてくれるのを、心から願いつつ、支えていきたい。
今、連と「ファイン西が岡」には、オレンジ色が鮮やかな君子蘭の鉢植えが飾られている。これらは、花を育てるのが大好きな亮悦さんの母が持ってきてくださったものだ。その君子蘭は、亮悦さんが生まれた時、誕生を祝って、お母さんのお父さん（亮悦さんのお祖父さん）から贈られたもの。それを４４年間枯らすことなく株わけを繰り返して鉢を増やし、花を咲かせてきたと伺った時、私は息を呑んだ･･･、鳥肌が立った。我が子の成長を願いながら、そして事故の後も変わらずに育ててこられたその蘭に、お母さんのどれほどの思いがこもっているのだろう。そして、そんな亮悦さんとお母さんの歴史に、亮悦さんの人生に関わらせてもらえるというのは、なんとうれしいことだろう。
[image: image3.wmf]たとえ、すぐには記憶に残らなかったとしても、確かに亮悦さん自身が紡いでいく一日一日、一年一年を、共に刻んでいきたいと思う。「（この花は）君子蘭です」と教えてくれる、まわりを和ませる亮悦さんなら、きっと楽しく暮らしてくれると信じている。
☆平成２５年度がはじまりました。年度はじめに法人内スタッフに
配布した『本部通信』の中の私からのメッセージを転載します。

～出会いを糧（かて）に～　
　平成２５年度がはじまります。寒さに縮んでいた身体や心がほぐれ、貯めていた力があふれてくるような、そして“新たな出会い”を予感させる春は、私の一番好きな季節です。
　桜の便りと共に思い浮かぶ、忘れられない人がいます。今から２９年前、朋が作業所だった頃出会いました。進行する病気だったやす子さんは、中学校くらいまでは、歩けて食べられて、話もできていたそうです。少しずつ身体の自由が利かなくなり、出会った頃には、車いすで、言葉も一音一音ゆっくりでした。活動スペースが６畳２間程しかない小さな一軒家を借りていた朋作業所では、天気の良い日に散歩に出るのが定番でした。ある春の日、散歩から戻ったやす子さんが突然しゃべりだしたのです。「さくらがついてる･･･」。私の髪に桜の花びらがついていることを教えてくれていました。驚く私を見て、うれしそうに微笑む顔と共に、彼女の心の中が少し見えたようなその言葉は、今も忘れられない、私と彼女の間で交わされた大切な言葉の一つです。彼女とのつきあいは、約１８年続いたけれど、数年後には彼女の言葉を聞くことはできなくなってしまいました。
　苦しい時、ひたすら踏ん張るしかない時、彼女の言葉を口ずさんでみます。「うたをうたえば、かなしくなくなる」、「つかれたけれどもゆっくりやすんで、あしたははやく、くるつもり」。言葉にできない思いを飲み込み、明るい方へと顔を上げる、彼女の姿が浮かんできます。穏やかに笑みさえたたえながら、私もしなやかに進んでいこう。
　２００２年３月、満開の桜に送られるように、やす子さんは逝ってしまいました。どうしようもない寂しさと、１８年間そばにいられた幸せと･･･、たくさんの思い出を残して。
　この人に出会ったから今の自分がいる。一生の間に、そんなふうに思える人に出会えることは、本当に幸せなことだと思います。この仕事には、そんな出会いがあると、私は思っています。誰かを思う気持ちは、人に大きな力を与えるもの。身の丈以上の役割を預かり、予測もしなかった人生を生きている今の自分をつくっているのは、人が感じ考えることの深さ、時に切なさと、人が人を思う強さとやさしさ、それらを感じていたい、大事にしたいという思いに他なりません。
スタッフの皆さんは、どんな思いでこの春を迎えていますか。２５年度、訪問の家の仲間になってくれた人、新しい職場で再スタートの人、立ちはだかる難問に前のめりで向かっていこうとしている人、皆さんが、春の風を受けて元気にスタートされることを願います。それぞれの“大事な人”への思いを、力に変えていきましょう。どんな時にも明日に向かって進んでいきましょう。今年度も、よろしくお願いします！！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい仲間も加わり、にぎやかな一年がはじまっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　私的には･･･、仕事をはじめて３０年目、節目の年で～す！！

平成２５年４月３０日　名里晴美
